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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■HP 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、
歩

行
が
困
難
な
人
が
所
有
し
利
用
す
る

軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
等
級
な
ど
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
、
障
害
者
1
人
に
つ
き

1
台
が
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
軽
自
動
車
税
の
減

免
制
度
と
、
自
動
車
税
の
課
税
免
除

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
納
税
通
知
書
は
5
月
　
日
我

11

に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

胸
申
請
方
法
…
5
月
　
日
峨
ま
で
に

24

市
民
税
課
窓
口
ま
で
。

胸
必
要
な
も
の
…
次
の
と
お
り
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
交
付
を
受

け
て
い
る
も
の
。

②
自
動
車
検
査
証
。

③
運
転
免
許
証
。

④
平
成
　
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通

23

知
書
。

⑤
印
鑑
。

※
軽
自
動
車
税
の
減
免
は
毎
年
申
請

し
な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問 
市
民
税
課
市
民
税
班
（
緯
内
線

3
1
7
～
3
1
9
・
3
2
9
）。

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
5
月

　
日
峨
で
す
。
5
月
上
旬
に
自
動

31車
税
事
務
所
か
ら
納
税
通
知
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
な
ど
で
早
め
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
一
部
を
除
く
）
で
も
納
付
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
税
通
知
書

に
同
封
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（９）平成２３年（２０１１）５月１日号

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

　
平
成
　
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

23

税
が
変
わ
り
ま
す

　
昨
今
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
な
か

で
国
保
加
入
者
の
所
得
は
減
少
し
て

い
る
一
方
で
、
保
険
給
付
費
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
　
年
20

度
か
ら
財
源
不
足
に
陥
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
制
度
外
の
繰
入
金
に
よ
り
、

国
保
財
政
を
維
持
し
て
い
る
状
況
で

す
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
旧
税
率

の
ま
ま
で
は
　
年
度
は
4
億
円
も
の

23

財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、

今
後
の
医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
現
状
で
は
、
そ
の
財
源
で
あ
る
保

険
税
率
を
改
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
制
度

外
の
繰
り
入
れ
を
継
続
し
た
上
で
、

国
保
財
政
を
維
持
す
る
た
め
、
税
率

の
改
正
に
つ
い
て
、
平
成
　
年
　
月

22

12

の
議
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す

（
改
正
内
容
は
別
表
の
と
お
り
）。

　
保
険
税
は
国
保
を
支
え
る
大
切
な

財
源
で
す
。
健
康
と
い
ざ
と
い
う
と

き
の
安
心
を
守
る
た
め
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内
線

2
8
1
～
2
8
4
）。

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
さ
れ
た
人
の
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減

　
平
成
　
年
3
月
　
日
以
降
に
倒

21

31

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
（
特
定

受
給
資
格
者
）
さ
れ
た
人
や
雇
い
止

め
な
ど
に
よ
り
離
職
（
特
定
理
由
離

職
者
）
を
さ
れ
た
人
は
、
国
民
健
康

保
険
税
軽
減
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
離
職
日
の
翌
日
の
属

す
る
月
か
ら
そ
の
月
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、

学
生
納
付
特
例
申
請
は

お
早
め
に

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
の

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
を

後
払
い
で
き
る
制
度
で
す
。
対
象
者

は
大
学
（
院
）・
短
大
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
に
在
学
の
人
、
各

種
学
校
の
1
年
以
上
の
課
程
に
在
籍

し
て
い
る
人
で
本
人
の
前
年
所
得
が

1
1
8
万
円
以
下
の
人
で
す
（
海
外

の
学
校
の
学
生
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
）。
　
申
請
の
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
届

出
前
に
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ

て
も
、
障
害
年
金
は
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
新
年
度
有
効
な
学
生
証
（
コ
ピ
ー

可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
・
年
金
手

帳
・
認
め
印
を
お
持
ち
の
上
、
市
役

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
申
請
書
に
漏
れ
な

く
記
入
の
上
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
を
添
付
し
て
左

記
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
学
生

特
例
継
続
申
請
の
は
が
き
が
届
い
て

い
る
人
は
、
学
生
証
の
添
付
は
い
り

ま
せ
ん
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
8
9
、

2
9
9
）。

年
金
相
談
所
を
開
設

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
に

関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
年

金
請
求
手
続
き
や
加
入
記
録
の
確
認
、

厚
生
年
金
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■時 
5
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

26

10

3
時
　
分
。

15

■場 
市
役
所
会
議
棟
2
階
2
0
1
会
議

室
。

■定 
8
人
（
予
約
制
）。

■他 
一
人
　
分
間
。

30

■申 
5
月
　
日
牙
ま
で
に
、
左
記
ま
で

12

（
先
着
順
）。

※
事
前
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
わ

か
ら
な
い
と
相
談
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
・
雇

用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
と
し
て

失
業
給
付
を
受
け
る
人
で
す
。
ま
た
、

軽
減
は
平
成
　
年
度
国
民
健
康
保
険

22

税
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
（
平
成
　21

年
度
分
に
は
軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
）。
　
国
民
健
康
保
険
税
は
前
年
中
の
所

得
な
ど
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。
軽

減
は
失
業
し
た
本
人
の
前
年
中
の
給

与
所
得
の
み
を
そ
の
1
0
0
分
の
　30

の
金
額
と
み
な
し
て
計
算
し
ま
す
。

　
現
在
国
保
加
入
中
で
、
軽
減
申
請

し
た
人
は
、
再
度
申
請
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
国
保
年
金
課
保
険
税
班
。

都
市
計
画
の
変
更

　
印
西
牧
の
原
駅
圏
西
の
原
地
区
地

区
計
画
の
沿
道
利
用
地
区
の
一
部
が

独
立
住
宅
地
区
に
3
月
　
日
に
変
更

29

さ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
計
画
の
名
称
お
よ
び
縦
覧
場

所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

胸
地
区
計
画
の
名
称
…
印
西
牧
の
原

駅
圏
西
の
原
地
区
地
区
計
画
。

胸
縦
覧
場
所
…
都
市
計
画
課
。

■問 
都
市
計
画
課
計
画
班
（
緯
内
線
7

6
5
・
7
6
6
）。

開
発
行
為
・
建
築
行
為
に
は

事
前
に
許
可
を

　
市
街
化
調
整
区
域
内
で
開
発
行
為

や
建
築
行
為
を
す
る
場
合
、
事
前
に

許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
市
の
区
域
は
「
市
街
化
区

域
」
と
「
市
街
化
調
整
区
域
」
に
区

分
（
線
引
き
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
区
域
は
、
市
街
化
を
促
進

す
る
区
域
、
市
街
化
調
整
区
域
は
こ

れ
を
抑
制
す
る
区
域
と
し
て
、
市
の

都
市
計
画
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
た
め
市
街
化
調
整
区
域
内
に

は
、
原
則
と
し
て
建
築
物
を
建
築
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
建
築
が
可
能
に
な
る
場
合
は
一
定

の
要
件
に
該
当
し
、
事
前
に
県
知
事

の
許
可
が
必
要
で
す
。
市
街
化
調
整

区
域
内
で
の
開
発
・
建
築
行
為
を
計

画
し
て
い
る
人
は
、
事
前
に
左
記
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
街
化
区
域
内
で
も
面
積

が
5
0
0
㎡
以
上
の
開
発
行
為
は
原

平
成
　
年
度
印
旛
支
部
食
品
衛
生

23

講
習
会
開
催
お
よ
び
印
西
支
部
の

検
便
・
水
質
検
査
の
受
け
付
け

怯
食
品
衛
生
講
習
会（
印
旛
支

部
）

■時 
5
月
　
日
我
・
午
後
2
時
～
3
時

18

　
分
（
受
け
付
け
1
時
～
1
時
　

50

50

分
）。

■場 
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）。

■費 
次
の
と
お
り
（
一
人
）。

【
組
合
員
】
講
習
会
1
街
0
0
0
円
、

検
便
7
0
0
円
、
水
質
検
査
（
　
項
10

目
）
6
街
0
0
0
円
。

【
組
合
員
以
外
】
講
習
会
3
街
0
0

0
円
、
検
便
1
街
3
0
0
円
、
水
質

検
査
（
　
項
目
）
7
街
0
0
0
円
。

10

■他 
食
品
衛
生
自
主
管
理
簿
、
筆
記
用

具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
修
了
者
に
は
、
受
講
済
票
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
店
舗
な
ど

に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

怯
検
便
・
水
質
検
査
の
受
け
付

け（
印
西
支
部
）

■時 
5
月
　
日
牙
・
受
け
付
け
1
時
～

12

1
時
　
分
。

50

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■費 
次
の
と
お
り
（
一
人
）。

【
組
合
員
】
検
便
7
0
0
円
、
水
質
検

査
（
　
項
目
）
6
街
0
0
0
円
。

10

【
組
合
員
以
外
】
検
便
1
街
3
0
0

円
、
水
質
検
査
（
　
項
目
）
7
街
0

10

0
0
円
。

※
印
西
支
部
は
、
検
便
・
水
質
検
査

の
受
け
付
け
の
み
で
、
講
習
会
は
延

期
と
な
り
ま
す
。

■問 
印
旛
保
健
所
管
内
食
品
衛
生
協
会

印
旛
支
部
・
西
宮
（
緯
碓98 
0
4
0
0
）、

印
西
支
部
・
香
取
（
緯
碓42 
2
1
2
0
）。

国
保

胸国民健康保険税の税率と限度額胸
限度額平等割均等割所得割項目区分

47万円27,000円22,500円5.10％医療分
0歳～74歳の
加入者平

成
　
年
度

22

12万円―9,000円2.50％支援分
59万円27,000円31,500円7.60％小計

10万円―13,000円1.50％介護分40歳～64歳の
加入者

50万円28,000円23,500円6.90％医療分
0歳～74歳の
加入者

（
平
成
　
年
4
月
か
ら
）

23

新
税
率
　
　

13万円―9,000円2.00％支援分
63万円28,000円32,500円8.90％小計

10万円―13,000円1.80％介護分40歳～64歳の
加入者

※医療分（基礎課税額）…医療費などの支払いに充てる税額。
　支援分（後期高齢者支援金等課税額）…75歳以上の医療制度に充てる税額。
　介護分（介護納付金課税額）…介護保険事業に充てる税額。
　所得割…前年中の世帯の総所得に応じて算定。
　均等割（個人均等割額）…加入者1人当たりの税額。
　平等割（世帯別平均割額）…1世帯の税額。
　限度額（課税限度額）…所得割、均等割、平等割額の合計が限度額以上になった
　　　　　　　　　　　　場合は限度額が課税される。

年
金

胸年金相談所の平成23年度開催予定胸
予約受付期間会場開催日
5月2日～12日市役所会議棟2015月26日牙
6月1日～9日印旛支所1階住民相談室6月23日牙
7月1日～11日市役所会議棟2017月28日牙
8月1日～10日本埜支所1階住民相談室8月25日牙
9月1日～9日市役所会議棟2019月22日牙
10月3日～12日印旛支所1階住民相談室10月27日牙
11月1日～10日市役所会議棟20111月24日牙
12月1日～8日本埜支所1階住民相談室12月22日牙
1月4日～13日市役所会議棟201平成24年1月26日牙
2月1日～9日市役所会議棟2012月23日牙

※開催月の『広報いんざい』1日号でもお知らせしています。

そ
の
ほ
か

則
と
し
て
許
可
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
建
築
課
開
発
建
築
班
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